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1.はじめに

　令和6年4月から勤務医に時間外労働の
上限規制が適用されました。令和6年度
診療報酬改定では4つの基本的視点の内、
重点課題として「現下の雇用情勢も踏ま
えた人材確保・働き方改革等の推進」が
示されました。今月号では、令和6年度
診療報酬改定において、医師の働き方改

革関連の項目で改定または新設されまし
た内容（抜粋）をご紹介します。

2.働き方改革関連の診療報酬改定の方

向性

　今回の診療報酬改定の重点課題は以下
のようになっています。

3.賃上げについて

　今回の診療報酬改定の目玉は、上記重
点課題の具体的方向性にもあります賃上
げです。
　それを反映し、診療報酬本体は0.88%
引き上げられましたが、うち、看護職員、

病院薬剤師、その他の医療関係職種（医
師・歯科医師、事務職員などを除く）の
賃上げ+0.61%を実現するために、「外来・
在宅」「歯科」「訪問看護」「入院」のベース
アップ評価料が新設されました。40歳未
満の勤務医師・勤務歯科医師・勤務薬剤

働き方改革働き方改革
令和6年度診療報酬改定（働き方改革関連）について

鹿児島県医療勤務環境改善支援センター
医業経営アドバイザー　渡辺　一郎

（出典：厚労省「令和6年度診療報酬改定」全体概要版より）
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師、事務職員などの賃上げのためには初・
再診料、入院料等を引き上げて+0.28%
としました。これらの報酬は賃上げの原
資としなくてはならないことと、特定疾
患療養管理料の対象から「糖尿病」「高血
圧症」「脂質異常症」などの生活習慣病を
中心とした管理料や処方箋料などの再編
などで−0.25%となったことで、実質は

プラスマイナスゼロ、あるいはマイナス
改定と言えるかもしれません。世の中が
賃上げムードの中にあり、医療機関の職
員間では今回改定で賃上げ項目があるこ
とは知っていますので離職防止も考慮の
上、賃上げ促進税制も活用して、ぜひ賃
上げには取組んでいただければと思いま
す。

4.医師事務作業補助体制加算の見直し

　勤務医の負担軽減において、特に効果
のある取組として医師事務作業補助者の
外来への配置・増員が挙げられます。勤
務環境改善を図るために、医師事務作業
補助体制加算の体制を整えることは、医
師確保の観点からも効果的であるといえ
ます。算定できる保険医療機関は、一般
病棟入院基本料だけでなく、療養病棟入
院基本料、有床診療所入院基本料などで

も届出可能ですので、未届出の保険医療
機関は検討されてはいかがでしょうか。
毎回点数がアップしていますが今回の改
定でも診療報酬が各20点アップしまし
た。同加算1の施設基準に「医師事務作業
補助者の勤務状況及び補助が可能な業務
の内容を定期的に評価することが望まし
い」が追加されています。

（出典：厚労省「令和6年度診療報酬改定」全体概要版より）
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5.地域医療体制確保加算の見直し

　地域医療体制確保加算の施設基準に、
医師の時間外・休日労働時間に係る基準
が追加されました。具体的には①タイム
カード、ICカード、パソコンの使用時間
の記録などの客観的な記録を基礎として
確認し、適正に記録すること。②特例水
準（B水準、連携B水準）であっても、時
間外・休日労働時間の上限は1,860時間

ではなく、原則、令和6年度は1,785時間
以下に、令和7年度は1,710時間以下とな
ります。これは、特例水準がなくなる令
和17年度までの12年間で900時間削減し
て960時間にしなくてはなりませんの
で、1年間で平均75時間削減を目標にす
ると、1,785時間、1,710時間となります。

（出典：厚労省「令和6年度診療報酬改定の概要」より）

（出典：厚労省「令和6年度診療報酬改定の概要」より）
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6.休日加算1・時間外加算1・深夜加算

1の見直し

　勤務医の働き方改革を推進する観点か
ら、処置及び手術に係る休日加算1、時
間外加算1及び深夜加算1についての施設
基準要件が見直されました。これまでは
①交代勤務制の導入、②チーム制の導入、

③手当等の支給のいずれかの要件を満た
すことであったものが、③手当等の支給
（医師が時間外、休日又は深夜の手術等
を行った場合の手当等を支給すること）
が必須となり、その上で①又は②のいず
れかを満たすことが要件となりました。

7.最後に

　令和6年度の報酬改定は、医療・介護・
障害福祉のトリプル改定であり、将来目
標を実現させるための経済誘導であると
言えます。今回は医師の働き方改革関連
の主な見直しを中心に項目だけを紹介い
たしましたが、この他にも夜間看護体制
加算、看護補助体制充実加算など、タス
クシフト/シェアに関連する項目も見直
しされています。さらに医療DX、感染
症対策、介護施設・障害施設との連携な
どが示されています。取組む課題が山積
みですが、生き生き働ける魅力ある勤務

環境改善をさらに推進していただければ
と思います。
　医師の働き方改革や医療勤務環境改善
マネジメントシステム等に関するご相談
や支援要請は、鹿児島県医療勤務環境改
善支援センター（TEL：099-813-7731）
までぜひご連絡ください。
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